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兵庫県立大学物質理学研究科  田島 裕之 

 

 1996 年以来 17 年過ごした物性研究所をこの 2013 年 3 月末日に退職し、兵庫県立大学物質理学研究科へと転出するこ

とになりました。これまで、研究所ではいろいろな方々のお世話になり、また所を去るに当たっては研究設備に関してい

ろいろとご配慮いただきました。この点に関して、初めに感謝申し上げます。 

 物性研究所におきましては、当初、強相関物質系という立場から有機伝導体の研究を行い、その後有機薄膜の研究へと

転じました。詳細の一部は、研究室便り(物性研だより第 43 巻第 4 号／2004 年 1 月)に書きました。この 2 つの分野は

有機物を扱うという点では共通しているため、ご存じない方は、比較的近い分野に思われるかもしれません。しかしなが

ら、実験テクニック、概念の点で、2 つの分野は大きく異なっています。その意味で、分野の転換が比較的スムーズにで

きたのは、予算の苦労が少ない物性研究所のおかげと思っています。 

 さて、本稿の残りで、新しい職場での私の生活に関して少しご紹介いたします。ご存知の方もおられるかもしれません

が、私のいる兵庫県立大学光都キャンパスは、Spring8 のすぐそばに位置しており、“山の上”と呼ぶのにふさわしい場

所です。見晴らしは素晴らしいのですが、交通の便は悪く、どのように生活しているか、興味をもたれる方もおられるか

もしれません。実は、私自身も光都キャンパスの住民になる前にはこの点を心配しておりました。実際住んでみると、

“案ずるより産むがやすし”で、ほとんど心配いりませんでした。私は、姫路駅の北側／姫路城の南というところに現在

住んでいます。この場所は、駅まで歩いて 12 分程度と、至って便利です。おまけに、週末に散歩すると、実に美しい姫

路城を眺めることができます。近くにおられる Y 先生に「おまえはまだ観光客気分だ」と言われそうですが、利便性と

生活環境の両面で、こんなに良い場所に住んだのは生まれて初めてなので、非常に楽しく毎日をすごしています。ちなみ

に私は東京都内で生まれ育ちましたが、利便性だけ取り上げてもその時と遜色ありません。姫路駅は、一時間に約 1 本

の新幹線のぞみ号が停まるのに加えて、神戸、大阪へ向かう新快速が頻繁に出ているので、至極便利です。食事も関西風

の味付けが実においしい。(姫路は関西でないという人もいますが、箱根より西側に初めて住む私にとっては、充分関西

風です。こちらに住み始めてわかったことですが、関西人は総じて個性的で、自分の地域に対する郷土愛を強く持ってい

るようです。） 

 問題は通勤ですが、朝 7 時台、夜 7 時台は、山陽線の本数が多く、この時間帯に電車に乗ると、約 1 時間 5 分の通勤

時間でキャンパスに到着(あるいは帰宅)します。これは、私が六本木のキャンパスに通っていたときよりも短い時間です。

電車を使うため、新聞等を行き帰りの時間を使って読めるのも助かります。キャンパスの周りにはあまり店がないため、

私は車で昼飯を食べに行くことが多いのですが、およそ 10 分程度のところに手頃でおいしい蕎麦屋があるのが分かりま

した。東京近辺では、国産のそば粉にこだわった蕎麦屋はものすごく高いので、地元産のそば粉で打った手打ちそばが、

手頃な値段で食べれるのを喜んでいます。 

 研究に関しては、現在物性研からの引っ越し中のため、詳細を語るのは難しい状況です(この稿が皆様の目に止まるこ

ろには移転作業は終了している予定)。ただし、スタッフ 3 名を含む研究室総数で 15 人というのは、物性研究所から来

た私にとって夢のようです。実験室の大きさは、物性研の時の私の研究室とほとんど同じなので、人数を考慮すると、少

し狭いといえるかもしれません。 

 難は、予想通り、予算の点です。お金がないときに泣きつけば何とかなる物性研と異なり、地方大学は実に苦しい状況

にあります。また、物性研ではごく自然に見ることができた雑誌が、ここでは見るのが大変であることを、思い知らされ

ています。以前、物性研に来られた S 先生が、物性研では自由に文献が見られるのがありがたいと言っておられました

が、このことを身をもって体験しています。研究予算の点に関してはやむおえない面もあるのですが、研究上必要な文献

検索を、地方大学でもできるようなシステムは作れないのでしょうか？たとえば、私に関して言えば、なにがしかの負担

で東大のシステムが使えるならば、個人単位ででもぜひ申し込みたい。同じような思いを持っている研究者は、全国に数

物性研究所を離れて 
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千人(あるいは数万人？)の規模でいることでしょう。仮にこのような利用が可能になれば、東大としても(あるいは出版

社としても)元が取れるのではないでしょうか？物性研にいたときに、雑誌全部がダウンロードされるという事件がしば

しば起こりました。私の想像では、このような利用は、文献利用が困難な外部ユーザーがかかわっているのではないかと

思われます。逆に、もしも正規の利用ルートがあれば、このような事件は、自然になくなると思われるのですが。 

 最後ですが、物性研でいろいろな関係者と顔見知りになれたのは、私にとっての財産です。まだ 10 年以上研究生活が

残っていますので、いろいろなところで、皆さんと顔を合わせる場面があると思っています。上に書いたように、地方大

学は予算としては極めて厳しい状況にありますので、共同利用研としての物性研には今後とも何かとお世話になることが

多いと思いますので、よろしくお願いします。 

 いろいろ駄文を並べました。物性研関係者およびこの駄文に最後までお付き合いいただいた読者に感謝するとともに、

今後の物性研究所の発展、および皆様の健康と研究の進展を祈って、結語といたします。 

兵庫県立大学物質理学研究科 

田島裕之 

 

 

研究室(兵庫県立大学物質理学研究科機能物質学 I 講座)集合写真［2013/4/5 撮影、光都キャンパスにて］ 

(宴会の後なので見苦しく、申し訳ありません。最下列中央が筆者です。) 

 

 

  




